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本
学
の
教
養
科
目
の
授
業
科
目
の
領

域
と
内
容
は
、
幅
広
く
総
合
的
な
科
目

と
学
部
・
学
科
に
関
連
す
る
学
問
分
野

の
基
本
的
・
概
論
的
分
野
の
科
目
を
配

置
し
て
い
ま
す
。�

　
本
学
の
学
生
が
等
し
く
授
業
科
目
を

履
修
で
き
る
と
共
に
、
他
の
学
部
・
学
科

の
専
門
領
域
の
授
業
科
目
を
履
修
可
能

に
な
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
学
部
・
学
科
の

壁
を
低
く
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。�

　
本
学
で
は
こ
の
教
養
科
目
に
、
新
た
に

「
違
い
を
共
に
生
き
る
」
と
い
う
本
学
理

念
を
統
一
テ
ー
マ
と
し
て
、（
１
）
「
人
間
の

尊
厳
」
、（
２
）
「
人
類
の
協
調
」
、（
３
）

「
健
康
と
福
祉
」
、（
４
）
「
自
然
と
共
に
」
、

（
５
）
「
自
己
を
磨
く
」
、（
６
）
「
学
問
の

基
礎
」
の
６
つ
の
項
目
テ
ー
マ
を
設
定
し

て
、
各
項
目
テ
ー
マ
ご
と
に
構
成
し
た
科

目
を
開
設
す
る
計
画
で
す
。�

　
具
体
的
な
科
目
の
う
ち
、
テ
ー
マ
（
２
）

「
人
類
の
協
調
」
の
授
業
科
目
の
「
外
国

の
言
語
と
文
化
」
の
各
科
目
に
は
、
必

ず
語
学
の
初
歩
を
設
定
し
て
、
そ
の
国
を

訪
れ
て
も
簡
単
な
会
話
が
で
き
る
よ
う
に

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
中
国
、
朝

鮮
半
島
を
始
め
と
し
て
、
本
学
が
欧
米
に

限
る
こ
と
な
く
ア
ジ
ア
に
も
視
点
を
向
け

て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
色
と
言
え
ま
す
。�

　
各
授
業
科
目
は
、
全
科
目
と
も
原
則

と
し
て
選
択
と
し
ま
す
が
、
学
部
・
学

科
の
必
要
に
応
じ
て
、
一
部
の
科
目
を
必

修
科
目
、
指
定
科
目
と
し
て
設
定
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

　
卒
業
に
必
要
な
履
修
単
位
と
し
て
、

下
限
を
10
単
位
と
し
て
各
学
部
・
学
科

ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
さ
ら
に
教
養
科
目
は
、
原
則
的
に
全

科
目
を
開
放
講
座
と
し
て
、
学
外
の
社

会
人
に
も
聴
講
生
や
科
目
等
履
修
生
と

し
て
受
講
希
望
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
１
０
２
人
の
社
会
人
受
講
生

が
学
生
と
共
に
履
修
さ
れ
ま
し
た
。�

�

●
全
学
共
通

　
科
目
群
の�

　
整
備�

　
本
学
の
教
育
体
制

は
、
昭
和
50
年
度

の
文
学
部
を
も
っ
て
開
学
し
て
か
ら
、
文

学
部
と
現
代
社
会
学
部
の
２
学
部
か
ら
な

る
時
代
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
独
立

型
で
編
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
12

年
度
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
と
文
化

創
造
学
部
が
増
設
さ
れ
て
４
学
部
構
成

と
な
り
、
全
学
共
通
の
教
育
課
程
と
各

学
部
独
自
の
教
育
課
程
が
そ
れ
ぞ
れ
編

成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

　
同
時
に
、
す
で
に
現
代
社
会
学
部
の

授
業
科
目
は
す
べ
て
半
期
完
結
の
セ
メ
ス

タ
ー
制
を
採
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

制
度
を
全
学
部
の
授
業
科
目
に
適
用
し

ま
し
た
。�

　
学
部
独
自
の
教
育
課
程
も
、
学
部
共

通
科
目
と
、
そ
の
学
部
を
構
成
す
る
学
科
・

専
攻
の
独
自
の
専
門
分
野
の
科
目
に
分
か

れ
、
こ
の
学
部
共
通
科
目
は
、
学
部
の
中

で
の
共
通
基
礎
科
目
を
配
置
し
、
学
科
・

専
攻
の
専
門
科
目
は
、
独
自
の
特
色
あ
る

授
業
科
目
を
開
設
し
、
専
門
的
知
識
や

技
能
が
習
得
で
き
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。�

●
学
習
意
欲
に
応
え
る�

　
全
学
共
通
の
授
業
科
目
群�

　
全
学
共
通
科
目
の
開
設
に
よ
っ
て
、
受

講
す
る
学
生
は
、
所
属
す
る
学
部
・
学
科
・

専
攻
の
専
門
分
野
の
授
業
科
目
と
は
異

な
る
分
野
の
授
業
科
目
の
履
修
が
可
能
と

な
り
、
幅
広
い
学
問
分
野
の
知
識
や
技
能

を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

学
生
は
、
異
な
る
学
部
・
学
科
・
専
攻

の
学
生
と
共
に
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
広

く
交
流
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。�

　
こ
の
授
業
科
目
を
担
当
す
る
教
員
ス
タ
ッ

フ
も
、
全
学
的
教
員
組
織
に
よ
っ
て
、
多

岐
に
わ
た
る
教
育
・
研
究
分
野
の
専
門
の

ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、
多
様
な
幅
広
い
授
業

科
目
を
開
設
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。�

　
一
方
で
、学
部
・
学
科
・
専
攻
の
授
業
科

目
は
、
こ
の
全
学
共
通
科
目
を
受
講
し
て

幅
広
い
基
礎
学
力
を
習
得
し
た
学
生
に
、

各
学
部
等
の
教
育
目
標
の
よ
り
高
度
な

専
門
分
野
や
資
格
取
得
の
た
め
の
科
目
を

開
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
い
教
育
効

果
を
上
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て
、
平
成
16

年
度
か
ら
、
全
学
共
通
科
目
で
あ
る
教

養
科
目
、
言
語
活
用
科
目
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
活
用
科
目
の
開
設
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。�

　�

教育体制の�
新しい試み�

4
愛知淑徳大学は開学以来、教育体制を絶え間なく改革してきました。それは
大学の理念である「違いを共に生きる」をもとに、大学がめざし、学生が学
び体得することとして「地域に根ざし、世界に開く」、「役立つものと変わら
ないもの」、「たくましさとやさしさ」を達成するために他なりません。�
現行の教育体制を自己点検して評価を加え、新たな発想とスキルをもって、
平成16年度からスタートする新しい教育体制を計画しています。�
この計画の骨子は、多種多様な学習意欲を持つ学生のニーズに応え、支援す
るための教養科目、言語活用科目、コンピュータ活用科目を全学共通の授業
科目群として設置することと、スペシャル・タームの授業の実施体制です。�

一人ひとりの人権を尊重し、人間
としての生き方や社会のルールを
学ぶ。�
�
�
�
�
�
民族の歴史と文化、国家の政治と
経済の仕組みの違いを学び、他者
との協調の精神を培う。�
�
�
�
�
�

自らの健康について留意し、社会
福祉の理念と実践を学ぶ。�
�
�
�

自然との摂理や生き物の生態を学び、
自然環境保護の意識を体得する。�
�
�
�
�

感性を磨き情緒豊かな人生、より
よい人間関係のあり方について学ぶ。�
�
�
�
�
�

本学の学部・学科の関連分野の専
門領域の基礎を学ぶ。�

日本国憲法�
民主主義と人権�
哲学的人間論�
生命倫理学�
宗教的人間論�

現代社会と倫理�
ジェンダーと社会�
女性学・男性学�
大衆文化論�
暮らしの法律�

文化人類学�
比較文化論�
国際政治論�
国際交流論、�
外国の言語と文化（朝鮮半島）�
外国の言語と文化（ドイツ）�
外国の言語と文化（フランス）�
外国の言語と文化（ロシア）�
外国の言語と文化（スペイン）�

日本と外国の歴史（日本）�
日本と外国の歴史（郷土）�
日本と外国の歴史（東洋）�
日本と外国の歴史（西洋）�
地域コミュニティ論�
東アジアの生活と文化�
ビジネスの世界�
暮らしの経済�

健康と医学�
健康とくすり�
メンタルヘルス�
ライフサイクルと健康�
スポーツ科学�

健康と運動�
現代社会と福祉�
ボランティア論�
手話・点字�
スポーツ文化論�

生き物の世界�
人類と宇宙�
生命の科学�

環境保護論�
食品の科学�
暮らしの化学�

文学（日本）�
文学（中国）�
文学（欧米）�
現代の芸術（書道）�
現代の芸術（音楽）�
現代の芸術（美術）�
現代の芸術（映画）�
現代の芸術（演劇）�

伝統芸能�
現代マナー論�
文章表現�
言語表現�
メディア表現�
職業と人生�
生涯学習論�
�

心理学�
社会学�
法律学�
政治学�
経済学�

数学�
生物学�
物理学�
統計学�
�
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教養科目カリキュラム案�

 開学30年目のさらなる発展�
 ―愛知淑徳大学―�

大
学
設
置
基
準
に
「
教
育
課
程
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
大
学
は
学
部
等

の
専
攻
に
係
る
専
門
の
学
芸
を
教
授
す
る
と
と
も
に
、
幅
広
く
深
い
教
養

及
び
総
合
的
な
判
断
力
を
培
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
涵
養
す
る
よ
う
適
切

に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
授
業
科
目
を
、
本
学
で
は
教
養

科
目
と
称
し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。�

（1）人間の尊厳�
�
�
�
�
�
�
�
�
（2）人類の協調�
�
�
�
�
�
�
�

（3）健康と福祉�
�
�
�
�

（4）自然と共に�

�
�
�
�

（5）自己を磨く�
�
�
�
�
�
�
�

（6）学問の基礎�

�

平
成
１６
年
度
か
ら
は
、
医
療
福
祉
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部
と
ビ
ジ
ネ
ス
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部
の
2
学
部
の
開

設
に
よ
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て
、
6
学
部
構
成
に
向
け
た
全
学
共
通
科
目
群
の
新
し
い
教
育

体
制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。�

教育体制の�
改革�

教育科目の�
計画案�
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本
学
で
は
早
く
か
ら
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
、
全
学
の
英
語
教

育
の
共
通
目
標
と
し
て
き
ま
し
た
。
ま

ず
平
成
12
年
４
月
に
文
化
創
造
学
部
の

新
入
生
を
対
象
と
し
た
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
　
Ｉ

Ｐ
テ
ス
ト
（
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
団
体
特
別
受

験
制
度
）
の
実
施
に
始
ま
り
、
平
成
13

年
度
か
ら
は
、
全
学
部
の
新
入
生
に
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
　
Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。�

　
本
学
の
英
語
の
授
業
科
目
の
多
く
は
、

こ
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
ス
コ
ア
を
も
と
に
し
た
習

熟
度
別
ク
ラ
ス
編
成
を
行
い
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
英
語
教
育
の
確
立

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。�

　
全
学
の
学
生
は
、
１
年
に
２
回
、
学
内

で
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
　
Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
受
験
の
機
会

が
与
え
ら
れ
（
費
用
は
大
学
負
担
）、
各

自
の
英
語
運
用
能
力
を
客
観
的
に
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、「
学

生
の
学
ぶ
意
欲
を
引
き
だ
し
、
そ
の
意
欲

に
応
え
る
こ
と
」
を
め
ざ
し
た
英
語
教
育

体
制
の
中
で
、
10
カ
月
間
で
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

ス
コ
ア
を
３
０
０
点
以
上
ア
ッ
プ
さ
せ
る
学

生
も
お
り
、
本
学
の
取
り
組
み
は
す
で
に

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が

言
え
ま
す
。�

　
平
成
16
年
度
か
ら
、
全
学
英
語
教
育

の
さ
ら
な
る
充
実
と
質
の
統
一
を
は
か
る
た

め
、「
英
語
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目
」、「
Ａ

Ｓ
Ｕ
　
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
」
、
「
上
級
英
語
セ
ミ

ナ
ー
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
全
学
共
通
英

語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　「
英
語
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
１
」
か
ら
「
英

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
８
」
ま
で
の
８
科
目

は
、
全
学
部
の
主
に
１
、
２
年
生
を
対
象

と
し
て
、
基
礎
的
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
育
成
を
目
標
と
し
て
い
る
も
の

で
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
対
策
も
重
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
新
設
科
目
は
、
授
業

目
標
・
授
業
内
容
・
評
価
基
準
な
ど
の

統
一
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る

質
的
充
実
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
各
学
部
・

学
科
が
開
設
す
る
英
語
科
目
の
履
修
に

必
要
な
基
礎
能
力
の
育
成
を
意
図
し
て
い

ま
す
。�

　
「
Ａ
Ｓ
Ｕ
　
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
」
と
「
上
級

英
語
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
さ
ら
に
高
度
な
英

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
修
得
を
め

ざ
す
学
生
の
た
め
の
科
目
で
す
。�

　
ま
た
本
学
で
は
、
引
き
続
き
全
学
的

な
学
習
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
に
も
努
め

て
い
き
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
の
英
語
学

習
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
留
学
相
談
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
学
習
プ
ラ
ン
か
ら
海
外
留
学
な
ど

の
相
談
に
い
た
る
ま
で
、
幅
広
い
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

施
設
で
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
対
策
ソ
フ
ト
教
材
や

視
聴
覚
教
材
を
使
っ
た
個
人
学
習
に
よ
り
、

各
自
の
英
語
能
力
を
よ
り
確
実
な
も
の
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
海
外
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
お
り
、
提
携
大
学

と
の
交
換
留
学
制
度
の
ほ
か
に
、
英
語
学

習
・
異
文
化
体
験
な
ど
を
目
的
と
し
た

短
期
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
、

多
く
の
学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。�

�

目標は、ＨＳＫ基礎試験の3級に受かることで
ある。語彙量は400～1500前後となり、基
本的な文法要項はマスターする。一般的な挨拶、
旅行先での買い物、大学の紹介、家族の紹介が
できること。�
�
�
�
�

目標は、ＨＳＫ初中等試験3級、4級、または
5級に受かること。語彙量は1500～2500
前後となり、その語彙量に相応する文法事項を
マスターする。天気について、趣味について、
また大学の生活について、名古屋について語る
ことができること。�
�
�
�

目標は、ＨＳＫ初中等試験の6級、7級、また
は 8 級に受かること。 語彙量は 2500 ～
4000前後となり、その語彙量に相応する文法
事項をマスターする。会話のみでなく、一般的
な文章が書けること、初歩的な通訳ができるこ
とが期待される。�
�
�

中国語カリキュラム案�
ＨＳＫ資格取得科目群�

英語コミュニケーション1�
（ＴＯＥＩＣⅠ）�
�
英語コミュニケーション2�
（リスニングⅠ）�
�
英語コミュニケーション3�
（リスニングⅡ）�
�
英語コミュニケーション4�
（リーディングⅠ）�
�
英語コミュニケーション5�
（ＴＯＥＩＣⅡ）�
�
英語コミュニケーション6�
（オーラルコミュニケーションⅠ）�
�
英語コミュニケーション7�
（オーラルコミュニケーションⅡ）�
�
英語コミュニケーション8�
（リーディングⅡ）�
�
ＡＳＵ　ＴＯＥＩＣ�
�

上級英語セミナー�

�

就職などでも考慮されることが多い国際コミュニケーション英語能力テストＴＯＥＩＣに向けての基礎的な能力を、文
法や語彙など基本事項に重点を置いて身に付ける。�
�
短いフレーズを中心とした英語を正確に聞き取れるようになるための基礎的な能力を、ＬＬ教材等を用いて演習形
式で身に付ける。�
�
英語をより正確に聞き取り、パラグラフや会話文の要点を把握できるようになるための発展的な能力を、ＬＬ教材等
を用いて演習形式で身に付ける。�
�

英文の内容を早く、正確に読みとれる能力を身に付けるために、さまざまなタイプの英文を多読・速読する。�
�

就職などでも考慮されることが多い国際コミュニケーション英語能力テストＴＯＥＩＣに向けての発展的な能力を身に
付け、英語の総合力を高めることを目標とする。�
�

自分の考えや意見を、英語で正確に伝達できるようになるための基礎的な能力を、演習形式で身に付ける。�
�

自分の考えや意見を、英語で正確に伝達できるようになるための発展的な能力を、演習形式で身に付ける。�
�

さまざまなタイプの英文の内容を正しく把握できるように、英文精読のトレーニングを行う。�
�

ＴＯＥＩＣスコア470点以上の学生を対象として、多くの演習問題を課し、ＴＯＥＩＣのスコアアップに重点を置く。�
�

ＴＯＥＩＣスコア600点以上の学生を対象とする最上位レベル科目で、英語コミュニケーション能力の総合的な上達
をめざし、インプットとアウトプットの両面から、「英語を学ぶ」だけではなく、「英語で学ぶ」内容とする。ディベー
ト、ディスカッションなどの言語活動を行い、最上位クラスに相応しい内容として、英語圏の大学院進学に必要とな
るＴＯＥＦＬ550点以上や、就職時に即戦力となる英語コミュニケーション能力（ＴＯＥＩＣ860点）をめざす。�
�

英語カリキュラム案�
科目名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 概　要�

中国語読解1A �
中国語読解1B�
中国語読解2�
中国語会話1A �
中国語会話1B�
中国語会話2�
�

HSK基礎コースA�
HSK基礎コースＢ�

目標レベルと具体的な内容�
�

 開学30年目のさらなる発展�
 ―愛知淑徳大学―�

教育体制の�
新しい試み�

4
　
近
年
、
中
国
が
め
ざ
ま
し
い
経
済
発
展

を
遂
げ
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
、

中
国
語
の
学
習
ブ
ー
ム
が
ア
ジ
ア
諸
国
を

始
め
、
世
界
的
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
本

学
に
お
い
て
も
中
国
語
の
学
習
を
希
望
す

る
学
生
が
着
実
に
増
え
て
い
ま
す
。
日
本

か
ら
中
国
に
進
出
す
る
企
業
が
増
加
す

る
の
を
受
け
て
、
中
国
語
の
で
き
る
人
材

を
求
め
る
企
業
も
増
加
し
て
い
ま
す
。�

　
本
学
は
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
に
、
全
学
共
通
の
言
語
活
用
科
目
に
、

中
国
語
を
必
置
科
目
と
し
て
、
社
会
に

出
て
、
高
度
な
中
国
語
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

と
な
る
こ
と
を
め
ざ
す
学
生
に
も
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
全
学
的
な
中
国
語
の
教
育

体
制
を
計
画
し
て
い
ま
す
。�

　
開
設
科
目
は
３
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
一
般
科
目
群
と
Ｈ
Ｓ
Ｋ
資
格

取
得
科
目
群
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｓ
Ｋ
と
は
中
国
語
の
「
漢
語
水
平
考

試
（
漢
語
の
能
力
試
験
）」
の
こ
と
で
、

「
漢
語
水
平
考
試
」
の
中
国
語
の
発
音

〝H
anyu Shuiping K

aoshi

〞
の
頭

文
字
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。�

　
こ
の
Ｈ
Ｓ
Ｋ
に
は
、
基
礎
、
初
中
等
、

高
等
の
３
つ
の
等
級
が
あ
り
ま
す
が
、
中

国
以
外
の
国
の
中
国
語
の
学
習
者
の
最
大

の
目
標
は
、
Ｈ
Ｓ
Ｋ
初
等
級
の
８
級
と
し

て
い
ま
す
。
本
学
で
も
こ
の
Ｈ
Ｓ
Ｋ
初
等

級
の
８
級
を
レ
ベ
ル
３
の
合
格
を
め
ざ
す
教

育
目
標
と
し
て
い
ま
す
。�

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
セ
メ
ス
タ
ー
制
に
よ
っ
て

半
期
ご
と
に
完
結
し
、
会
話
と
読
解
の
両

方
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
履
修
で
き
る
よ
う
に

工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
学
生
の
効
率
的
な
学
習
プ
ラ

ン
や
、
中
国
留
学
な
ど
の
相
談
が
で
き
る

学
習
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
視
聴
覚
教
材
に
よ
る
個
人
学
習
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
個
人
学
習
、
中
国
か

ら
の
留
学
生
と
の
個
人
会
話
、
同
時
通

訳
の
授
業
な
ど
、
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
設
け
て
い
ま
す
。�

��

国
際
化
と
文
化
の
多
様
化
が
進
む
今
日
、
学
生
の
専
攻
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
外
国
語
の
運
用
能
力
を
身
に
付
け
て
お
く
こ
と

に
よ
り
、
将
来
の
活
動
の
可
能
性
が
確
実
に
広
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
本
学
の
学
生
が
、
ツ
ー
ル
と
し
て
使
い
う
る
に
十

分
な
外
国
語
運
用
能
力
を
習
得
し
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
言
語
活
用
科
目
が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。�

本
学
の
言
語
活
用
科
目
は
、
世
界
の
共
通
語
で
あ
る
英
語
と
、
世
界
で
一
番
多
く
の
人
に
使
わ
れ
て
い
る
中
国
語
を
必
置
科

目
と
し
て
、
そ
の
他
の
外
国
語
あ
る
い
は
日
本
語
表
現
技
術
科
目
な
ど
は
、
各
学
部
・
学
科
・
専
攻
の
教
育
目
的
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
必
要
な
科
目
が
開
設
さ
れ
ま
す
。�

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目�

●
英
語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案�

●
中
国
語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案�

中国語読解3�
中国語読解4�
中国語会話3�
中国語会話4�
�

中国語作文1�
中国語作文2�
同時通訳入門1�
同時通訳入門2

ＨＳＫ初等コースA�
ＨＳＫ初等コースＢ�
ＨＳＫ中等上級コースA�
ＨＳＫ中等上級コースＢ�
�
�

ＨＳＫ中等高級コース１Ａ�
ＨＳＫ中等高級コース１Ｂ�
ＨＳＫ中等高級コース２Ａ�
ＨＳＫ中等高級コース２Ｂ�
�
�

レベル1�
�

レベル2�
�

レベル3�
�

レベル� 一般科目群�

言語活用科目の�
計画案�



医
療
福
祉
学
部
の
新
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ビ
ジ
ネ
ス
学
部
の
新
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
院
文
化
創
造
研
究
科
の
新
設
　
　
　
　
　 

教
育
体
制
の
改
革
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備�

1

2

3

4

5

1617

　
レ
ベ
ル
Ⅰ
の
科
目
は
、
各
学
部
・
学
科

で
独
自
の
よ
り
高
度
な
情
報
技
術
科
目

を
受
講
す
る
場
合
に
、
そ
の
授
業
ベ
ー
ス

に
必
要
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
（
操

作
の
部
分
）
や
基
本
概
念
に
つ
い
て
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
実
習
を
通
じ
て
習
得
し
ま
す
。�

　
こ
の
必
修
的
色
彩
を
持
つ
科
目
は
、
能

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
初
級
、
上
級
の
ク

ラ
ス
編
成
を
行
い
、
昨
今
の
情
報
技
術
教

育
の
問
題
点
の
一つ
で
あ
る
受
講
者
の
技
術

レ
ベ
ル
格
差
問
題
を
解
消
す
る
こ
と
を
意

図
し
て
い
ま
す
。�

　
レ
ベ
ル
Ⅱ
の
科
目
は
レ
ベ
ル
Ⅰ
の
上
位
科

目
と
し
て
、
情
報
技
術
応
用
に
必
要
不

可
欠
な
共
通
基
盤
の
構
築
が
目
標
。
こ

の
選
択
科
目
的
色
彩
を
持
つ
科
目
は
、
各

学
部
・
学
科
の
よ
り
高
度
な
専
門
科
目

の
受
講
と
併
行
し
て
、
情
報
技
術
の
専
門

的
な
概
念
に
つ
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
実
習

を
通
じ
て
習
得
し
ま
す
。�

　
こ
の
う
ち
③
情
報
技
術
基
礎
Ⅲ
と
、

④
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
入
門
の
２
科
目
は
、

レ
ベ
ル
Ⅰ
の
科
目
と
併
せ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
活
用
コ
ア
科
目
と
し
て
、
１
年
次
後
期

履
修
の
選
択
必
修
的
な
色
彩
を
持
つ
科
目

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。�

　
さ
ら
に
情
報
技
術
教
育
の
成
果
を
よ

り
一
層
、
具
現
化
す
る
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
活
用
科
目
体
系
に
現
行
の
情
報
技
術

者
資
格
を
指
標
と
し
た
目
標
レ
ベ
ル
を
設

定
し
て
い
ま
す
。�

　
資
格
取
得
科
目
群
は
、
具
体
的
に
情

報
技
術
者
資
格
を
め
ざ
す
科
目
群
で
、
こ

れ
ら
の
授
業
科
目
で
は
、
事
前
に
受
講
希

望
者
に
適
性
試
験
を
実
施
し
、
授
業
に
つ

い
て
も
集
中
授
業
を
実
施
し
て
、
教
育
効

果
を
高
く
維
持
す
る
よ
う
意
図
さ
れ
て
い

ま
す
。�

��

　
本
学
の
全
学
部
・
学
科
の
講
義
・
演

習
な
ど
の
授
業
期
間
は
、
セ
メ
ス
タ
ー
と

呼
ば
れ
る
前
期
と
後
期
の
２
つ
の
学
期
制

で
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
前
期
授
業
期
間
は
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
７
月
下
旬
ま
で
の
期
間
（
試
験
を
含

む
）
で
す
。
８
・
９
月
は
夏
休
み
で
す
が
、

集
中
講
義
と
呼
ば
れ
る
短
期
間
の
授
業

が
開
講
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
後

期
授
業
期
間
は
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、

お
正
月
前
後
の
冬
休
み
を
は
さ
み
ま
す
が
、

１
月
ま
で
の
授
業
期
間
（
試
験
を
含
む
）

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
２
・
３
月
は
春
休

み
と
な
り
ま
す
。�

　
学
生
は
学
則
に
定
め
ら
れ
た
卒
業
に
必

要
な
単
位
の
修
得
の
た
め
、
前
期
と
後
期

の
授
業
期
間
の
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
第
１
時
限
（
９
時
10
分
〜
10
時
40
分
）

か
ら
第
５
時
限
（
16
時
40
分
〜
18
時

10
分
）
ま
で
の
正
規
授
業
時
限
に
各
学

部
・
学
科
の
専
門
科
目
の
授
業
を
履
修

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
仮
に
レ

ギ
ュ
ラ
ー
・
タ
ー
ム
の
授
業
と
呼
び
ま
す
。�

　
し
か
し
学
生
の
中
に
は
、
学
士
の
称
号

を
取
得
す
る
以
外
に
、
教
員
免
許
状
な

ど
の
各
種
資
格
、
情
報
処
理
技
術
の
検

定
や
外
国
語
の
運
用
能
力
の
修
得
な
ど
に

学
習
意
欲
を
持
っ
て
い
る
多
く
の
学
生
が

い
ま
す
。
し
か
し
、
資
格
取
得
や
能
力

向
上
を
め
ざ
す
学
生
が
、
そ
れ
ら
に
必
要

な
科
目
を
履
修
す
る
と
き
、
そ
の
授
業
が

レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
タ
ー
ム
の
授
業
と
並
列
で
開

講
さ
れ
て
い
て
は
、
履
修
す
る
こ
と
が
困

難
に
な
り
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
平
成
16
年
度
か
ら
、
夏
季

特
別
授
業
期
間
、
春
季
特
別
授
業
期
間

に
加
え
て
、
土
曜
日
（
土
曜
講
座
）
お

よ
び
平
日
の
第
６
時
限
（
18
時
20
分
〜

19
時
50
分
ま
で
の
90
分
授
業
）
の
授

業
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。�

　
こ
れ
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
タ
ー
ム
の
授
業
に

対
し
て
、
い
わ
ば
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
タ
ー
ム
の

授
業
と
言
え
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
タ
ー
ム
に
開

講
す
る
授
業
科
目
と
し
て
、
全
学
共
通

の
授
業
科
目
で
あ
る
教
養
科
目
、
言
語

活
用
科
目
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
活
用
科
目
、

各
種
の
資
格
取
得
科
目
の
授
業
科
目
の
一

部
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。�

�

　　 ①情報技術基礎Ⅰ�
　　  （初級、上級）�

�

　　 ②情報技術基礎Ⅱ�
　　  （初級、上級）�

�

　　 ③情報技術基礎Ⅲ�

�

　　 ④ネットワーク�
　　 　技術入門�

�

⑤プログラミング入門�

�

⑥情報数学入門�

�

⑦ＣＧ入門�

�

⑧人工知能入門�

�

情報技術に関する基礎的かつ実践的な知識ならびに技法を習得する。このため、基本的なハードウェア構成および各
周辺機器の機能や特徴を始め、ソフトウェアの役割、情報社会の特質や問題点にも触れながら、一般的な情報関連知識
ならびに情報倫理観を育てる。特に、情報技術の基礎として不可欠なネットワーク利用操作技術ならびにデータ処理
操作技術について、コンピュータ実習を通じて学習する。�
�
情報技術の基礎となる基本ソフトウェアならびに応用ソフトウェアに関する知識ならびに技法を習得する。また、情報
の処理能力や創造力を培うだけではなく、情報の表現方法や表現手段について、コンピュータ実習授業を通して学習
していく。このため、基本的な文書書式、文書表現の方法や特徴を始め、実際にプレゼンテーション・ツールを利用した
発表の手段や方法についても学習する。情報技術基礎Ⅰと同様、今後のより専門的な情報技術に関する知識ならびに
技能習得に向けての礎を築く、基盤となる授業科目である。�
�
情報技術基礎Ⅰ・Ⅱを踏まえ、Windowsの高度操作、WORD、EXCELの高度操作、ACCESSの基本操作を学び、よ
り高度で広範囲な情報技術の知識とスキルを習得する。当授業では、レポートや論文作成、ビジネス文書や表作成な
どを想定して、実践的なノウハウをコンピュータ実習によって学習する。�
�
ネットワーク（network）という言葉は、人間を中心とする情報交換の仕組みとして使われたり、コンピュータを中心と
する情報通信の仕組みにおいて使われたりしているが、両者には「情報のやり取り」という一義的な目的が存在し、ネ
ットワークを流れるデータは人間の行動を左右する必要不可欠な情報となっている。ここでは、コンピュータネットワ
ークに関する理論と技術の両側面における基礎知識を習得し、ホームページの作成およびＣＧＩプログラミングの実習
によって、ネットワークの基本的な考え方、意義、活用方法、有効性を体得する。�
�
システム開発における基本技術であるプログラミング技術について、その基礎知識を習得する。このため、プログラミ
ング言語が持つ特徴ならびに機能の学習から始め、データ処理におけるアルゴリズムについての考え方、ならびに最
終的なコーディング作業に至るまでの一連のプログラミング工程について学習する。なお、プログラミングに関する理
解は実際のプログラミング作業を経験していくことが不可欠であることから、コンピュータ実習を平行して行う。�
�
情報の整理、分析、加工といった処理には、基本的な数学的技術の習得が不可欠である。ここでは高等学校での数学の
復習から始めて、情報処理プログラミングに必要な論理数学、情報量と計算量評価、グラフィック処理で必要となる代
数幾何の基礎を学ぶ。�
�
コンピュータグラフィックス（ＣＧ）に関する基礎知識と基礎技術を習得する。ＣＧを効果的に使用した画像・映像は、産
業、科学、映画、ゲーム、芸術、教育など多くの分野にみられる。各分野での応用例を紹介した上で、画像・映像につい
ての知識を身に付け、モデリング・レンダリングについての技術を学び、最後にＣＧ作成に必要なハード／ソフトについ
て概説する。�
�
人工知能とは何か、その基本的な考え方ならびに基本技術および処理方法について、その基礎知識を習得する。知識
工学という言葉から類推されるように、工学的色彩が高い分野であることから、最も基礎的な内容に範囲を絞り、でき
る限り理解しやすい形で授業を進行していく。そのため、システム事例や技術応用例に触れていくと共に、今後の技術
展開や今後の応用分野についても触れていくこととする。�
�
情報技術者として、基本的かつ共通的な知識を持ち、主としてプログラム設計書を作成したり、具体的なプログラム作
成作業を行う技術を持つ、基本情報処理技術者の資格取得を目標とした教育科目。�
�
情報技術者として、ネットワーク、データベース、システム構成などの情報技術に関する全般的な知識を持ち、主として
外部仕様に基づきソフトウェアを作成したり、また具体的なプログラム作成作業を行う基本情報処理技術者に対して指
導したりする技術力ならびに指導力を持つ、ソフトウェア開発技術者の資格取得を目標とした教育科目。�
�
ＣＧ（Ｃomputer Ｇraphics）技術者として、ＣＧ技法や関連分野についての基本的な知識を持ち、アルゴリズムを理
解し、目的に応じてＣＧの技法を活用できる能力を持つ、ＣＧ検定2級の資格取得を目標とした教育科目。�
�
ＣＧ（Ｃomputer Ｇraphics）技術者として、ＣＧ技法や関連分野についての高度かつ専門的な知識を持ち、高度なア
ルゴリズムを理解し、目的に応じてＣＧの技法を活用できる能力と共に指導力を持ち合わせた、ＣＧ検定1級の資格取
得を目標とした教育科目。�
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レギュラー・タームとスペシャル・タームの授業計画�

コ
ア
科
目�

教育体制の�
新しい試み�

4

月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土　�

4月�

5月�

6月�

7月�

8月�

9月�

10月�

11月�

12月�

1月�

2月�

3月�

前期授業期間�

�

�

夏季特別授業期間�

�

�

後期授業期間�

�

�
春季特別授業期間�

土
曜
講
座
�
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授業時間  　　　月　　火　　水　　木　　金　　土�

第1時限�

第2時限�

第3時限�

第4時限�

第5時限�

第6時限�

9：10～10：40�

10：50～12：20�

13：20～14：50�

15：00～16：30�

16：40～18：10�

18：20～19：50

正規の授業時限�

�

第6時限の授業�

土
曜
講
座
�

本
学
で
学
ぶ
学
生
が
所
定
の
年
限
で
卒
業
す
る
た
め
に
は
、
学
則
に
定
め
た
正
規
の
学
期
（
前
・
後
期
）
に
開
設
さ
れ
る
講

義
・
演
習
に
出
席
し
て
、
必
要
な
単
位
を
修
得
で
き
る
よ
う
に
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
タ
ー
ム

の
授
業
と
し
ま
す
。
し
か
し
単
に
学
士
の
称
号
の
取
得
だ
け
で
な
く
、
教
員
免
許
状
を
始
め
、
各
種
の
資
格
取
得
や
検
定
試

験
合
格
を
希
望
す
る
多
く
の
学
生
が
い
ま
す
。
こ
の
多
種
多
様
な
学
生
の
学
習
意
欲
に
応
え
、
支
援
す
る
た
め
設
置
さ
れ
る

全
学
共
通
授
業
科
目
群
の
授
業
が
、
こ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
タ
ー
ム
に
各
学
部
・
学
科
の
専
門
科
目
と
並
列
し
て
開
講
さ
れ
る

と
、
履
修
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
夏
季
・
春
季
特
別
授
業
期
間
や
、
土
曜
日
、
正
規
授
業
時
間
外
の
第
6
時

限
の
、
い
わ
ば
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
タ
ー
ム
に
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
意
欲
を
持
っ
た
学
生
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
と
共
に
支
援
す
る
教
育
体
制
を
整
備
し
ま
す
。�

�

レギュラー・ターム�

スペシャル・ターム�

情報処理技術特殊Ⅰ�

情報処理技術特殊Ⅱ�

情報処理技術特殊Ⅲ�

情報処理技術特殊Ⅳ�

�

資格取得�
科目群�

●1年間�

●1週間�

情
報
技
術
は
、
社
会
、
産
業
、
学
問
な
ど
の
分
野
を
問
わ
ず
、
今
後
の
社

会
生
活
を
営
む
上
で
、
不
可
欠
で
基
礎
的
な
能
力
の
一
つ
で
す
。
本
学
で

は
学
部
・
学
科
を
問
わ
ず
、
多
様
な
情
報
技
術
教
育
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
平
成
１６
年
度
か
ら
、
情
報
技
術
教
育
の
基
礎
教
育
成
果
を
一
層
高

め
る
た
め
、
全
学
共
通
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
活
用
科
目
を
設
置
し
ま
す
。
こ

れ
ら
全
学
共
通
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
活
用
科
目
は
、
共
通
科
目
群
レ
ベ
ル
Ⅰ
、

共
通
科
目
群
レ
ベ
ル
Ⅱ
と
資
格
取
得
科
目
群
の
３
つ
の
科
目
群
か
ら
構
成

さ
れ
ま
す
。�

コンピュータ�
活用科目の�

計画案�

スペシャル・�
タームの�

授業の実施�


